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１ 教育委員会 

項  目 内       容 

 

１ 放課後児童クラ

ブ事業 

【放課後対策課】 

 

１ 見直しの方向 

放課後児童クラブ事業については、児童福祉法の改正に伴う受入対象児

童の拡大や設備運営に関する基準条例の制定を契機に、福祉サービス事業

として再構築することとし、従前から取り組んできた以下の①、②及び③

の課題の解消に加え、④、⑤及び⑥の課題の解消に本格的に取り組んでは

どうか。 

① 老朽化した施設の改善 

② クラスの大規模化や過密化等の解消 

③ 職員体制の強化 

④ 多様な就労形態に対応する入会基準の見直し 

⑤ 保護者負担としていた空調設備の維持費の負担の見直し 

⑥ その他保育の質的向上等のサービス向上を図るための方策 

また、以上の課題解消に向けては、サービス内容の一層の向上に伴う応

分の負担のあり方について引き続き検討してはどうか。 

 

２ 事務・事業の概要 

放課後児童クラブ事業は、児童福祉法に規定する放課後児童健全育成事

業であり、保護者が就労等により昼間家庭にいない小学生に、適切な遊び

及び生活の場を与えて、その健全な育成を図ることを目的に、児童館内や

学校の余裕教室等において実施している。（１３３小学校区で実施） 

【放課後児童クラブ事業の利用状況】 各年５月１日現在 

区 分 入会児童数 クラス数 

平成２３年度 ６，１１３人 １５９ 

平成２４年度 ６，０８０人 １６３ 

平成２５年度 ６，３３９人 １７０ 

平成２６年度 ６，６１６人 １７９ 

平成２７年度 ７，４０８人 １９６ 

 

３ 見直しの理由 

放課後児童クラブ事業については、従来からの課題解消を図るととも

に、その安定的な運営や提供するサービス内容の一層の向上を実現する必

要があると考えている。 

また、放課後児童クラブ事業を継続的かつ確実に実施するためには、利

用している者と利用していない者との公平性や、他の福祉サービスにおけ

る応分の負担の状況を見つつ、経済的な事情にも配慮しながら、サービス

向上に伴う負担のあり方を検討する必要があると考えている。 

 

４ 平成２７年度予算額（６月補正予算及び９月補正予算を含む。） 

  １８億５，４７３万４千円 

放課後児童クラブ事業運営等  １６億  ５９３万円 

民間放課後児童クラブ補助    ２億４，８８０万４千円 

 

５ 見直し効果額 

具体的な見直し案の検討にあわせて算出する。 

 

【文教関係】 


